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【第２回定例会】町政を問う 一般質問
　　●佐藤英司　由仁町立診療所について
　　●野市裕司　外国人の民泊について(住宅宿泊事業法 )

総務産業常任委員会道内行政視察

木古内町役場　木古内町役場　
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令和８年第２回定例会
　第２回定例会は６月 26日に招集され、会期を１日間として開会しました。
　諸般の報告、行政報告、教育行政報告が行われ、一般質問は２名の議員が
計２件の質問を行いました。
　議案については、専決処分した事件の報告１件、条例の制定２件、条例の
一部改正３件、令和８年度各会計補正予算４件、町道路線の認定１件、工事
請負契約の締結１件、人事案１件、会議案１件、意見書案１件を慎重に審議し、
いずれも原案のとおり可決しました。

〈専決処分した事件の報告〉
●三川本通り線道路改築工事の設計変更に伴う契約金額の変更について
　設計変更にともなう契約金額の変更
　（変更後契約金額）　７，７１９万８千円

〈条例の制定〉
●由仁町特別職報酬等審議会条例の制定について
　町議会議員や非常勤特別職の報酬、町長・副町長・教育長の給料額の改定について審
議する「由仁町特別職報酬等審議会」を設置するため条例を制定
●由仁町太陽光発電設備の設置に関する条例の制定について
　太陽光発電設備の設置や維持管理等に関し必要な事項を定めるため条例を制定

〈条例の一部改正〉
●�由仁町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例
等の一部を改正する条例の制定について

　児童福祉法等の一部を改正する内閣府令の施行にともなう改正
●由仁町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
　地方税法施行令等の一部を改正する政令の施行にともなう改正
●由仁町介護老人保健施設設置及び管理条例の一部を改正する条例の制定について
　介護保険法で規定する食費の負担限度額の一部改正の施行にともなう改正

〈町道路線の認定〉
●町道路線の認定について
　道路法にもとづき町道路線「古川西第２支線」を認定

〈工事請負契約の締結〉
●由仁町公営住宅北栄団地内道路等改築工事請負契約の締結について
　（契 約 金 額）　　５，３５４万８千円
　（契約の相手方）　　つむぎエンジニアリング株式会社
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〈人事案〉
●農業委員会委員の任命について
　任期満了にともなう 15 名の委員（新任９名、再任６名）の任命について同意

〈会議案〉
●議員派遣について
　研修会参加に対する議員派遣を承認

〈意見書案〉
●�ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強化を求める
意見書について

　意見書を採択し、衆参両議院および関係省庁へ提出

財
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の
無
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令和８年度各会計補正予算は、原案のとおり可決しました。

令和８年度補正予算を可決

会　計　名
補正前の額 補正額 補正後の額

主な内容

一 般 会 計

56億7,217万１千円 4,108万３千円 57億1,325万４千円

・�商工業経営強化促進事業補助金の増額および各種制度改正にともな
うシステム改修費の追加
・各事業実施にともなう補助金の追加

特
別
会
計

国民健康保険会計

８億5,360万円 ６万３千円 ８億5,366万３千円

・高額介護合算療養費の増額
・�基準所得確定などによる保険税の減額および財政調整基金繰入金の
増額

介 護 保 険 会 計
７億2,097万１千円 93万円 ７億2,190万１千円

・介護保険施設等居住費改正にともなうシステム改修費の追加

診 療 所 会 計

６億4,505万円 221万６千円 ６億4,726万６千円

・医師住宅改修工事費用の増額
・繰越金および診療所事業債の増額
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行政報告（町長）

●町立診療所医師の確保について
　昨年からの医師確保活動が実り、新たに令和９年４月から診療を行う医師１名が決
まりました。
　医師は 小山裕基 ( こやまゆうき ) 氏 43 歳で、現在は医療法人渓仁会 手稲家庭医療
クリニックに勤務しています。当町の診療所では訪問・外来・入院診療を行いながら、
家庭医療専門医取得のための研修を行います。
　小山医師は、昨年購入した医師住宅に居住する予定です。
　なお、今年度当初予算に医師住宅改修工事費を計上していますが、不足分は補正予
算で工事費を追加します。
　今後も必要な医療従事者を確保し、町民のみなさんに安心と安定した医療を提供す
るとともに、地域包括ケアシステムを充実させながら診療所の経営改善に努めます。

●主な工事の進捗状況について
　土木事業の「三川本通り線道路改築工事」は５月 18 日に着工し、現在は排水工を
施工中です。進捗率は 15.4% で、本年 11 月 30 日に完成の予定です。
　建築事業の「にじいろこども園の屋上防水改修工事」は６月５日に着工し、現在は
工事の準備中で、本年 12 月 25 日に完成の予定です。
　ＬＥＤ化事業の「由仁町立小中学校の照明器具ＬＥＤ化工事」は５月21日に着工し、
現在は工事の準備中です。児童生徒の活動に支障をきたさないよう、土日や夏季休業
中を活用して工事工程を組み、本年９月 30 日に完成の予定となっています。

教育行政報告（教育長）
●町内小中学校の状況について
　５月１日現在の小中学校の学級数および児童生徒数は、特別支援学級を含めて 17
学級 261 名です。昨年度と比較すると、学級数は１減、児童生徒数は３名の減とな
っています。
　教職員数は小中学校合わせて 39 名で、昨年度と同数の教職員配置です。このほか、
道から派遣をされている職員２名と、ＡＬＴをはじめとする職員 12 名の計 14 名が
勤務しています。

●教育関係行事について
　学校行事では、４月８日に小中学校入学式を挙行しました。
　また、５月 29日は中学校の体育大会、６月６日には小学校の運動会を実施してい
ます。
　由仁中学校の修学旅行は、東京方面へ５月 13日から２泊３日の日程で実施しまし
た。由仁小学校の修学旅行は、７月８日から１泊２日の予定で小樽・留寿都方面へと
出発します。
　社会教育関係行事では、今年度の高齢者大学「アカデメイア・ユニ」が新入生６名
を含む学生 38名で開講し、４月 20日に入学式を行いました。
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一般質問

佐藤議員
　現在、新たに建て替える診療所および複合
拠点施設などについて検討がはじまり、建設
位置については、町が設置した「由仁町複合
拠点施設構想検討委員会」において検討・協
議が行われました。
　その結果、令和７年 11 月 10 日付けで「由
仁町体育館周辺が最適な建設位置である」と
答申されています。
　その後、診療所の建て替え計画の進捗状況
はどのようになっているのでしょうか。
　また、検討委員会において体育館周辺を選
定した具体的な経緯と理由、現在の進捗状況
について、町民に対して説明する必要がある
と考えますが、町長の考えを伺います。

町長答弁
　まず、診療所建て替えに関する進捗状況に
ついては、この 5 月に新しい診療所が目指す
姿や診療規模、診療体制、財源などの建設計
画をまとめた「由仁町国民健康保険由仁町立
診療所改築基本構想・基本計画」を策定しま
した。
　また、当初予算に計上した診療所改築基本
設計業務については、契約を締結し令和９年
３月１日までの業務期間として着手していま
す。
　次に、町民に対する説明については、議会
での議論を踏まえた後、町民に対し説明責任
を果たしていく考えです。
　なお、複合拠点施設構想検討委員会におい
て、体育館周辺を選定した経緯と理由につい
ては、地域活性課長が説明します。

地域活性課長説明
　検討委員会においては、令和７年６月から
10 月まで計３回の協議を重ね、建設位置を選
定しました。
　選定にあたり、財政負担等を考慮し、町有
地であって、町立診療所と現在検討中の複合
拠点施設の両方が建設可能な広さを備える、
現在の診療所敷地、旧由仁小学校跡地、町体
育館周辺、三川陸上競技場周辺の４か所を候
補地として検討を行いました。
　選定されなかった現在の診療所敷地は、敷
地面積が限られており、診療所を稼働させな
がら建て替えを行うことが困難であること。
　次に、旧由仁小学校跡地は、周辺道路の幅
員が狭く、冬季間は患者や救急車両等の出入
りに課題があること。
　三川陸上競技場周辺は、スポーツ団体等が

由仁町立診療所について
Ｑ　建て替え計画の進捗状況は
Ａ　改築基本構想計画を策定したところ

佐
藤
議
員
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利用しており、由仁市街地からも離れている
ことなどが課題として挙げられました。
　なお、検討委員会において選定された町体
育館周辺は、国道沿いに位置し、三川地区や
川端地区の町民にも利用しやすい場所である
こと。
　消防支署に近接し、救急時の対応が期待で
きること。
　役場庁舎、消防支署、学校などの公共施設
が周辺に立地しており、公共施設機能の集約
と利便性の向上につながることなどから、最
も適した建設地であるとの意見がありました。
　なお、町体育館周辺に移転することにより、
これまで利用していた方の通院距離が遠くな
ることも想定されることから、利用者の交通
手段確保については十分配慮するようにとの
附帯意見が示されています。

佐藤議員（再質問）
　診療所の建て替えに関する新聞記事を見た
町民から、不安な声やさまざまな意見を聞い
ています。
　ぜひ、診療所の建て替えに関して住民へ説
明する機会を設けていただきたいと思います。
　また、診療所の建て替えにともなう、介護
老人保健施設「ひだまり」の今後のあり方に
ついても伺います。

町長答弁
　これまで私は、議会に対して町立診療所を
どこに建てるか決まったとは、一言も言って
いません。
　書面で提出したこともありませんし、報道
機関に対しても言っていません。
　もし、そのような意見を聞いた場合には、
町長は議会に対して何も言ってないとお話し
ください。

　まずは、議会に対して提案し、議員のみな
さんにしっかりと議論していただき、その意
見を踏まえたうえで、町民のみなさんに、私
が進めようとしていることへ理解をいただこ
うという考えです。
　次に、介護老人保健施設「ひだまり」につ
いてですが、全員協議会で令和９年度に予定
されている介護保険計画の見直しと介護保険
料の算定に関わる基礎的なデータを提示しま
した。
　これをもとに、現在赤字である経営の回復
が見込めるのか、高齢者に対するサービスを
今後どうするのかなどを考えたうえで、しか
るべき時期に、議員のみなさんに検討してい
ただきたいと考えています。

佐藤議員（再々質問）
　現在の診療所を別の場所に建て替える場
合、診療所の跡地はどのように活用する予定
か伺います。

町長答弁
　現在、診療所を建て替える場所も決定して
いませんので、移転後の跡地の活用について
も決まっていません。
　移転する場合には、さなざま角度から検討
していきたいと思います。

●6 議会だ よ り



野市議員
　国内においては、外国人による民泊をめぐ
り、騒音やごみ出しのマナー違反などを原因
とする、地域住民とのトラブルが発生してい
ると各種報道で目にします。
　観光庁は、民泊によって地域の住環境が損
なわれる場合、自治体が条例で営業を実質的
に禁止することを認める方針を固めました。
　今後増加が見込まれる外国人による民泊利
用者と、町民とのトラブルを未然に防止する
ための取り組みを伺います。

町長答弁
　民泊をめぐり、騒音やごみ出しマナー違反
などにより、住民の生活環境が損なわれるの
ではないかという懸念については、町として
も大変重く受け止めています。
　町では、今年３月に、民泊事業者が事業開
始前に確認すべき地域のルールや手続きをま
とめた、「由仁町宿泊事業開始の手引き」を策
定しました。
　また、観光庁の方針にもとづき当町におい
ても、住民の生活環境を維持できないと判断

された場合には、営業期間の制限などを盛り
込んだ独自条例の制定も検討しているところ
です。
　当町にとって何よりも優先すべきは、住民
の安全で安心な暮らしです。

野市議員（再質問）
　民泊を利用している方の半数以上が外国人
で、そのうち半分以上が東アジアの方といわ
れています。これら一部外国の非常に高いリ
スクに対しても町民の安全を優先する考えに
安心しました。
　しかし、一方では人口問題、雇用問題など、
外国人の受入れも進めなければいけない状況
も出てくると思います。
　町民の安全を優先しつつも、町を発展させ
なければいけないという難しい舵取りになり
ますが見解を伺います。

町長答弁
　外国人の民泊ですが、私も今年の１月まで
町内にこのような民泊ができていることを承
知していませんでした。
　町内民泊事業者の存在を知った後、調べて
いくと問題が発覚しました。
　まず、民泊用住宅の水道料金を、一般家庭
用から営業用に変更する必要があること。
　また、ごみ出しについても一般家庭とは異
なる事業用のルールにもとづいて、ごみを処
分しなければなりません。
　町内で民泊がスタートすることが事前に分
かるのは南空知消防組合由仁支署ですので、
その際には消防から情報を提供してもらい、
民泊事業者にルールを守って営業してもらう
よう、手引きを作成し対応しています。
　今のところ住民からは、外国人の民泊につ
いての苦情はありませんが、新しく当町に住
宅を求めて転入してきた新住民に対する苦情
は、多く届いています。
　町内会に入らない、ごみ出しのルールを守
らない、自治区で負担している街路灯の電気
代も払わないという内容です。
　現在は、こちらの問題が重要だと思ってい
ます。
　また、人口増加については、今このような
問題を抱えている以上、単純に人口が増えれ
ばいいという簡単な問題ではないと思ってい
ます。

野
市
議
員

外国人の民泊について（住宅宿泊
事業法）

Ｑ�　外国人の民泊について

Ａ�　優先すべきは住民の安全で安心な暮
らし
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会　計　名 補正前の額 補　正　額 補正後の額

一　　般　　会　　計

56億6,942万２千円 274万９千円 56億7,217万１千円

・介護保険事業所施設整備補助金の追加
・事業実施にともなう補助金の追加

〈令和８年度一般会計補正予算〉

〈専決処分した事件の承認〉
●由仁町税条例の一部を改正する条例の制定について
　令和８年度税制改正に対応するため改正
●令和７年度由仁町一般会計補正予算について
　歳入が確定したことにともない、歳出の公共施設建設基金積立金およびふるさと基金積
立金などを増額

〈工事請負契約の締結〉
●三川本通り線道路改築工事請負契約の締結について
　（契 約 金 額）　　７，３７０万円
　（契約の相手方）　　つむぎエンジニアリング株式会社

〈会議案〉
●議員派遣について
　行政視察研修に対する議員派遣に承認

令和８年５月 14 日開会

　議会議員として 15 年以上に
わたり活躍された功績に対し、
北海道町村議会議長会から後藤
議長と加藤議員へ表彰状が授与
されました。
　これにともない、第２回定例
会の場において、それぞれ表彰
状の伝達が行われました。
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　７月２日、札幌市で北海道町村議会議長会主催議員研修会が開催され、８名の議員が
参加しました。
　講演内容は、関東学院大学教授による「地方議員への 12 の政策アイデアから人口維
持を目指す実践事例」と、ジャーナリストによる「どうなる政治・経済～日本再生のた
めに何が必要か～」の２つで、時代に沿ったとても興味深い研修内容でした。

　また、７月 15 日には、長沼町で空知町村議会議長会主催議員研修会が開催され、７
名の議員が参加しました。
「北海道ボールパークＦビレッジ北広島市のまちづくりについて」をテーマに、講師の
北広島市副市長 川村裕樹 氏からボールパークと連携した身近な自治体のまちづくりの
取り組みについて、議員それぞれが熱心に受講してきました。

　定例会は年４回、臨時会は必要に応じて
開かれます。事前の申し込みは不要です。
　直接、議場にお越しください。

次回の定例会は９月９日に開かれる予定です
詳しい日程は、ホームページでお知らせします。

議会を傍聴しませんか

研修会に参加しました
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12日　由仁神社祈年祭	 （由仁神社　議長）
15日　全員協議会	 （委員会室　議員）
17日　三川神社祈年祭	 （三川神社　議長）
18日　長谷川岳政経セミナー	 （札幌市　議長）
22日　南空知町村議会議長連絡協議会総会
		  （長沼町　議長）
22日　三役会議	 （正副議長室　議会三役）

14日　由仁町議会第２回臨時会	 （議場　議員）
14日　総務産業常任委員会	 （委員会室　委員）
15日　由仁町商工会通常総会
		  （文化交流館　議長）
17日　栗山町議会基本条例制定20周年記念事業
		  （栗山町　議員）
24日　第７師団創隊71周年・東千歳駐屯地創立
　　　72周年記念行事	 （千歳市　議員）
26～27日　町村議会議長・副議長研修会
		  （東京都　議長）
29日　由仁中学校体育大会	（由仁中学校　議員）

６日　由仁小学校開校10周年記念大運動会
		  （由仁小学校　議員）
９日　北海道町村議会議長会定期総会
		  （札幌市　議長）
12日　総務産業常任委員会	 （委員会室　委員）

	

　
７
月
に
入
り
ま
し
た
が
、
予
定
よ
り
も
秋
小

麦
の
収
穫
作
業
が
遅
れ
、
気
を
も
ん
で
い
る
方

も
い
る
と
思
い
ま
す
。
天
気
に
は
勝
て
ま
せ
ん

の
で
、
気
持
ち
を
切
り
替
え
収
穫
の
時
を
待
つ

し
か
な
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
各
種
農
作
物
の
収
穫
が
本
格
的
に

は
じ
ま
り
ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
収
量
は
豊
作

傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
。
実
り
の
秋
を
し
っ
か

り
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て

事
故
の
な
い
よ
う
作
業
を
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
私
た
ち
議
員
は
、
６
月
下
旬
に
木
古

内
町
、
鹿
部
町
、
黒
松
内
町
へ
行
政
視
察
研
修

に
、
ま
た
７
月
上
旬
に
は
札
幌
市
と
長
沼
町
で

開
催
さ
れ
た
町
村
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会
に

参
加
し
、
先
進
地
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
取

り
組
み
や
、
議
会
の
運
営
に
必
要
な
研
修
を
受

け
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
発
行
す
る
「
議
会
だ
よ
り
」
は
、
例
年

で
あ
れ
ば
８
月
に
発
行
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ら
の
研
修
行
事
へ
の
参
加
や
第
２
回
定
例
会
の

開
会
が
６
月
末
だ
っ
た
た
め
、
９
月
の
発
行
と

な
り
ま
し
た
。
次
号
は
例
年
ど
お
り
11
月
に
発

行
す
る
予
定
で
す
。

　
早
い
も
の
で
私
た
ち
の
任
期
も
、
残
り
８
か

月
と
な
り
ま
し
た
。

　
残
り
の
任
期
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
活
気
の

あ
る
議
会
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
町
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
議

会
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
ま
た
、
み
な
さ
ま
の
貴
重
な
ご
意
見
や
声
も

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
９
月
開
会
の
第
３
回
定
例
会
に
は
、
ぜ
ひ
傍

聴
に
も
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員　
大
畠　
敏
弘

編
集
後
記

編
集
後
記

４４月月

５５月月

TEL　0123-83-2111　FAX　0123-83-3020
e-mail　gikaijimu@town.yuni.lg.jp　※匿名分は除かせていただきます

議会へ町民のみなさまの声を届けてください
「住みよいまちづくりのため」に、ご意見、ご要望をお待ちしています

連絡先

14日　由仁消防団春季連合消防演習
		  （旧由仁小学校　議員）
19日　三役会議	 （正副議長室　議会三役）
19日　議会運営委員会	 （委員会室　委員）
19日　全員協議会	 （委員会室　委員）
23～24日　総務産業常任委員会道内行政視察
		  （木古内町、鹿部町、黒松内町　委員）
26日　由仁町議会第２回定例会	 （議場　議員）
26日　議会広報特別委員会	 （委員会室　委員）
27日　北恵庭駐屯地創立76周年記念行事
		  （恵庭市　議員）
30日　栗山地区警察官友の会総会
		  （栗山町　議長）

２日　北海道議長会議員研修会	（札幌市　議員）
６日　由仁町議会議員ＯＢ会総会
		  （そば処井むら　議長）
10日　南空知町村議会議員親睦パークゴルフ大会
		  （長沼町　議員）
11日　自由民主党北海道第10選挙区支部政経セミ
　　　ナー	 （岩見沢市　議長）
15日　空知議長会議員研修会	 （長沼町　議員）
24日　由仁町暴力追放運動推進協議会
		  （大会議室　議長）
30日　議会広報特別委員会	 （委員会室　委員）
31日　岩本つよひと北海道の未来を語るセミナー
		  （札幌市　議長）

６６月月

７７月月
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